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論    文    の    要    旨 
 
本論文は、近現代における仮親子関係の持続と変容の実態、およびそれを規定する社会的背景につ
いて、岡山県笠岡諸島の白石島の事例を検討して明らかにすることを目的とする。民俗学界では最近
20 年ほど新たな視角として、１）民俗を支える伝承母体に帰属する個人の個別の事情や行動による
民俗の変化、２）地域社会を越えた人々の移動とつながり、３）フォークロリズムのような民俗の再
解釈、４）民俗の生成、変容、消滅といった多様な変化の動態的把握の必要性が指摘されており、本
論文もこれらを受けて考察されている。 
本論文は、序章と７章および終章からなる。 
序章「仮親子関係の研究課題」では、仮親子関係についての研究のうち、呪術性に着目した研究で
は現代の様相や変化に対する配慮が希薄であり、社会経済性に関する研究では村落構造や地域差を計
るために用いられる材料でしかなかったことなどを指摘する。そのため、一次資料の収集整理から始
めることとし、白石島において 1998年から 2011年までの現地調査によって、検討するに十分なデー
タが得られた 47名の資料を分析対象とし、出生年によってⅠ層（1926年以前出生）、Ⅱ層（1927年
から 1945年出生）、Ⅲ層（1946年以降出生）に暫定的に区分して、分析に当たると述べる。 
第１章「筆親筆子関係を形成する笠岡諸島白石島」では、調査地の地理的・歴史的背景を述べる。
白石島は近世初頭に福山藩の干拓事業に伴い人々が島に移住し、近世初頭には男が漁業を行い、明治
中期にいたって約９割の戸数で漁業を営み、大正から昭和期に最盛期を迎えるが、高度経済成長期に
なると阪神方面への出稼ぎ労働が増加した。Ⅰ層の年代は島内婚が多く、本分家やシンセキ同士で結
婚し、筆親筆子関係の締結もシンセキ関係を増やすという観点から行われていた。社会生活で重視さ
れるシンセキは血族、姻族、養縁さらに筆子まで含み、冠婚葬祭を中心に緊密な付き合いが行われ、
そうでないものに対してはタニン（他人）と呼んで排他的である。Ⅲ層において島民が出郷し大阪湾
の艀乗りに就業する際にも、シンセキの口利きにより連鎖的に島を離れていると指摘する。 
第 2章「白石島の筆親筆子関係に関する特徴」では、調査に基づく諸事例から島民の理念としてい
る筆親筆子関係の特徴を三つ抽出して示す。①筆親は一組の夫婦であり、筆子との関係は一代限りで
ある。②筆親筆子関係は筆親である一組の夫婦と筆子である一人の個人の間でのみ機能する。③兄弟
姉妹間で同じ筆親を取ることはなく、家柄によって筆親層や筆子層が固定されることはない。筆親筆
子関係は自己中心的に締結されるので、個々人の関係をつないでいくと島全体を縦横に覆うネットワ
ークが存在し、山梨県下の「上湯島型」などの類型に類似することを指摘する。 
第 3章「筆親の選択と関係の締結における実親の関与」では、関係締結時の実の親の関与に注目し、
交渉役に筆子の母親が適任と考えられており、関係締結後に筆親と筆子の親との間に親密な関係が形
成されることを事例とともに明らかにした。実親にとっても自身の付き合いの範囲を拡大する手段と
なっている。高年齢層にはシンセキの中から筆親を選ぶ傾向があり、若い年齢層では島出身の市議会
議員が筆親になり、より実生活とかかわりの深い関係が見られる、と指摘する。 
第４章「筆親筆子関係の互助における一代性」では、Ⅰ層Ⅱ層の年代で筆親が儀礼的場面だけでな
く日常も物心両面にわたって実親の代わりを果たしたが、Ⅲ層ではそれが見られなくなっているこ
と、世代交代によってそうした関係は終わるが、近年の過疎化、少子高齢化によりシンセキ関係が希
薄になってきたために選択的に付き合いを継続する例が出ていることを述べる。このように人々の理
念とはずれが生じてきており、日常の付き合いが減少し、葬式や法事の付き合いが盛んになっている
ことを明らかにする。 
第５章「結婚において縁を司る筆親」では、Ⅰ層に体験者がいる足入れ婚にふれ、その後大勢を占
める嫁入り婚の予備交渉から縁組の成立にいたる儀礼を詳細に記述する。Ⅰ層においては、実親が子
の結婚に関与することは避けるべきであると考えられていたため、筆親が実の親の代わりに恋愛、結
婚における相談事や仲人の役を果たし、縁を司ることを期待されていた。Ⅱ層以降においても、仲人
を務めることは筆親の最も重要な役割と考えられており、結婚後も筆子夫婦のけんかの仲裁や離婚調
停を行い、筆子の子の成長をも見守る存在とされたことを明らかにする。 
第６章「葬送における筆親筆子の関与」では、白石島で 1980年代に火葬が普及してからもしばら
くは、葬送の際に男の筆子は死者が旅立つのに使う杖、女の筆子はあの世に行く旅路の途中で食べる
ための旅飯を持つことになっており、シンセキのなかでもイトコより上位の役割であることを指摘す
る。近年の葬祭業者の関与により筆親筆子の関係は表面に出ない傾向にあるが、五十年忌の弔い上げ
までの義理を果たすことは重視されることを明らかにした。 
第７章「筆親筆子関係の現代的変化」では、白石島には安定した就業先がなく島民の多くが島外に
雇用を求めるようになったことが、筆親筆子関係に変化をもたらしているとする。シンセキ関係を持
続するためという旧来の考え方に加え、さらに島外へ流出した親族成員の減少にも対応するためとす
る新たな傾向が見られる。葬式、法事、病気見舞いなどで頻繁な付き合いが見られ、危機的状況下に
おける互助関係としての意味が強化されている、と指摘する。 
終章「結論」では、白石島の筆親筆子関係が持つ自己中心的構造は、島の内婚制とともに発達した
歴史過程の一形態であり、個々人が島社会を中心とする生活に有用な互助関係を形成することを目的
としていた、と指摘する。そこではシンセキ関係を補うために関係が締結されたといえる。Ⅲ層にな
るとタニン同士での関係締結が増加し、より実生活とかかわりの深い庇護や奉仕の関係で結ばれるよ
うになり、新たにシンセキ関係を生み出す目的に変化している、と指摘する。 
白石島は親方百姓のような家筋が欠落し、社会階層は未分化で島内婚率が高く、自己中心的に組織
化される父方母方に均等なシンセキ関係が重みを持つが、本家中心の同族組織は未発達である。これ
らは「上湯島型」の仮親子関係に代表される特質と関連する。一方、近現代を通して出稼ぎが活発で、
島外に出ているときには筆親との付き合いは残された家族が代理で行うなど、筆親と筆子が島の内外
で緩やかな関係を構築している。ここでは家産、家業の継承は必ずしも必要とされず、環境に応じて
柔軟に変化する生業形態と、筆親筆子関係の特徴である一代限りで永続性に乏しく、個人と個人の関
係として締結される点に両者の関連性を指摘する。Ⅲ層において離島する若年層と島に住み続ける高
齢層の二極化は、高度経済成長期以降にいっそう顕在化した現象である、とまとめる。 
 
 
審    査    の    要    旨 
 
  本論文は白石島のいわゆる「上湯島型」の仮親子関係を詳細な民俗学的調査データに基づいて検討
し、これまでの静的で構造的側面のみに偏った先行研究を批判し、変化に注目して実態を動態的に捉
えようとしたものである。白石島では零細な土地所有が中心であり、これといった家産がなく、家業
として世代を超えて継承すべきものがなく、家、同族理論の観点からは研究の対象とならないが、そ
こに形成された自己中心的な仮親子関係の実態を通してもう一つの日本社会の特質を提起しようと
している。本論文において検討された一次資料の多くは著者の長期にわたる現地調査によって得られ
たものであり、特にⅠ層のそれは他に代わるものがない貴重なものである。また、個人の個別の事情
や行動を明らかにし、それに基づいた立論は理念型からの逸脱の処理などに十分生かされている。さ
らに、Ⅰ層からⅢ層という年代層を設定し、島の社会状況、生活環境の中で生活時間を同じくした人々
を一つの集合体とみなし、島民それぞれをその層の中の存在として把握することにより、従来の民俗
学研究における類型論や個人に目を向けた研究にとどまらない分析視点を提示し得ている。ただ、類
型論への批判はよいとしても、「上湯島型」を引用しつつそれに類するものとして本論文をまとめる
のではなく、新たな用語を用いて特徴を述べることもできたかと思われる。しかしながら、それをも
って、本論文の価値が下がるということではなく、家、同族理論によらない日本社会のあり方を示し
えたものとして、学界に対して十分な学術的貢献をしていると認められる。 
 
平成２８年１１月１４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確
認は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（3）に該当することから免除し、
審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
   
